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　 方法および結果　被吸着性物質 の 初発濃度を変え た

場合 の 吸着率を Freundlichの 式 か ら導 び くとっ ぎ の

ように なる．活性炭 の重量をM ，被吸着性物覃の 初発

濃の 吸光度 OD を x ，吸着された 量を dOD 残存濃

度 を OD とすれ ば

　　　 吸着された物質 の 割合 　　 y ＝dODIx ……（1）

　　　 残存濃度　　 OD ：＝：x − dOl）− x （1− bl）・・…・〔2｝

と な る．t 方 FreundliCh め式 は 40DIM 齠 k・OD1 劬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1−t
……

  で 示 さ れる，〔1｝，〔2）式より〔3＞式は x
−
7 ＝1／k・M

rv（1W ）
−1／va……

｛4）とな り，　 n の 値に よ り

　 1／n ・＝1の 場合 y ・−k・M ／1＋ k・M ・一一定 （初発濃 度 に

　　 関係なく吸着量 は一定）

　 ユ／n ＞ 1の 場合　δx ／δy ＞ 0 （初発濃度が 濃い ほ ど吸

　　 着率大 ）

　 1／n ＞ 1の 場合　5x／5y＜ 0 （初発濃度が 薄 い ほ ど吸

　　 着率大）

と い う こ とが 予想 され る．

　 1／n ＜ 1 の 条件は チ ロ ソ
ール 水溶液で 得られ た （チ

ロ ソ ール の 定量 に は フ ォ リン の 比 色 法を用 い た）．

lfnhi1 の 条件は チ ロ ソ
ール の 20％ ア ル コ ール 溶液 で得

られ た．1／n ＞ 工 の 条件は，従来 の 文献 に よ る と 1／n

の 値 は
一

般 に 1．　OPI下 で あ る とされて い る が，清酒 の

脱色試験 で は 7．48とい う特異な結果 を 得て い る．そ こ

で 清酒 で 被吸 着性物質の 初発濃度 の 高 い条件と して は

日光照射 して着色させ た清酒を用 い ，初発濃度 の 低い

・条件と して は 照射以前 の 清酒を使用 し脱色試験を行な

．
っ た．以上の 条件を用 い．初発濃度と脱色率の 関係を

調 べ
． 予想通りの 結果を得 た．

154． 清酒 中の 着色 物質に 関する研究

　 （第 12靱）　 SO− A ，
　 B ，　 D，　 E の 分離精製と そ の

　　　　　 性質に つ い て

醸 　試　蓼沼　　誠 ， ○蓮尾　徹夫

　　　　佐藤　　信

　目的　前報まで に清酒中の 鉄に よ る着色物質の 主成

分 で ある SC − C の分離精製，同定を行な っ た結果 に

つ い て 報告 した が ， 今回は SC− C と同時 に 分離 され

た鉄に よ る着色物質で あ る SC− A
，
　 B．　 D，　 E の 分離

精製を行ない e そ の 性質 に つ い て 検討 した結果に つ い

て 述べ る．

　方法　麹抽禺液 に 塩化第二 鉄お よ び活性炭を加え．

60％ ア ル コ
ー

ル で 抽出後濃縮 し， さらに エ ーテル で 洗

い ， そ の ヱ ーテ ル 残層 につ きシ リカゲ ル カ ラム ク ロ マ

トグ ラ フ ィ
ーを行な っ た．展開溶媒と して は 前回同様，

水飽和 ク ロ ロ ホ ル ム
ーエ タ ノール 系溶媒を用 い 展開溶

媒中の ク ロ ロ ホ ル ム の 割合が85％，80％，60％，お よ

び水の とき に溶出 して くる 区分をそ れ ぞ れ A
，
B，　 D ，

E と して 分離精製 し， 得 られ た SC− A ，　B ，　 D ，　E に

つ い て そ の 性質を検討 した．

，結果　SC− A
，
　 B

，
　D の 赤外線吸収 ス ペ ク トル

， 累
外部吸収 ス ペ ク トル ，鉄含量の測定 ， ア ．ミノ 酸繊 な

どの 結果，い ずれも SC− C とよ く似 た性質を有 して

い る の で ，  一C （フ ェ リク リシ ン ） と 同じくフ ェ リ

ク U 一ム 類化合物 で あろうと推定 した．

155．　清酒 中の 着色物質に関する研 究

　 （第13報）日光に よ る着色 に つ い て

　 （その 1）特 異着 色 酒の現 象 と その 対策

醸　試　佐藤　　信 ，　 中村　欽一

　　　　蓼沼　　試 ， ○矢尾　武広

　目的　一般に，清酒を 日光照 射す る こ とに より着色

が増加 す るが，本報 で は 日光 に よ る特異着色酒 に つ い

て ， そ め現 象 と対策 に っ い て 検討 した。

　方法および結果

　1） Y 酒造場の 特異清酒 に つ い て ，紫外線照射．日

光照射，可視光線照豺を行な い
， 経隱的 に そ の 吸光度

を測定し た．そ の 結果 ，
Y 清酒 （特異着色酒）は他 の

清酒 に 比 べ て 異常着色 し，と くに 日光照射10分に よ る

着色 量 が 特異で あ っ た．

　2） 本年度の 当所新酒鑑 評会出晶酒 （吟醸酒） 500

点 に つ い て 日光照射を行な っ た．そ の 結果．Y 清酒 の

よ うな特異着色酒は み られな か っ た．こ の こ とか ら，

Y 清酒 は 日光着色 に 関 して は異常な 酒で あ る と い え る．

　3）　 こ の特異着色酒 の 着色防止対策と して ．カル ボ

ニ ル 試薬の 影響，還元剤処理，活性炭処理 ，H202 処

理 ， お よ び そ れぞ れ の 使用 量 ， 使用 時期 につ い て検討

した．そ の 結果 ，
H202 を O．03％となる よ うに 添加 し．

約 1時間放置後活性炭 0．2％を加え，1時間搬触後，

沖過 し火入 れす る こ とで 日光に よ る特異着色 が防止 で

きた．

16．90156
． 清酒中の 着色物質 に 関する研究

　 （第14報） 圓 光に よ る着色 に つ い て

　 （そ の 2）鋳 異 着色 因 子 に つ い て

　　　　　 醸 試 中村 欽一
， 蓼沼 　誠

　　　　　　　　O 重 藤　久紘， 佐藤　　信

目的　前報 に報告 した 日光 に よ る特異着色酒 （Y 酒）
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